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［目 的］卵透明帯は他 の 組織 と交差 しない 特異的な

抗原性 を有 し、産生 さ れ た抗体は 強い 受精阻害作用

を示 す こ とか ら、避妊 ワ クチ ン ターゲ ッ トと して 広

く研 究が 行わ れ て い る 。 ワ ク チ ン 開発 におけ る最 大

の問題は 、 卵巣機能障害 を起 こ すT細胞エ ピ トープを

除外 し、受精阻害 に 関与する 呂細胞エ ピ トープの み を

検索する こ とである 。 演者 らは、ウ サ ギ透明帯 の ZPA

（R75K ）タ ン パ ク の 49〜66の 配列に 自己抗体産生 B

細胞 エ ピ ト
ー

プが存在す る こ とを見出 した 。 避妊効

果は不充分で あ っ た が 、
こ の よ うなエ ピ トープを複

数用 い る こ と に よ り効果的な ワ ク チ ン となる と考え

本研究 を行 っ た 。 【方法］すで に ア ミ ノ酸配列 の 明

らか に なっ て い る ウ サギZPA の Eexibility　 analysis か ら

エ ピ トープ候補 と し て 17種類 の 20 ア ミ ノ酸残基か ら

なる ペ プ チ ドを合成 した 。 まず免疫原性 を調 べ る た

め、各合成 ペ プチ ドをジ フ テ リア トキ ソ イ ドに結合
し、タ ン パ ク 量 100

μ gをICR 系マ ウ ス に 完全 フ ロ イ ン

ドア ジ ュ バ ン トと共 に免疫した。産生 さ れ た抗体活

性 は ドッ トイ ム ノ ア ッ セ イ及 び ウサギ卵 巣切 片 に よ

る蛍光抗体法で 測定し た 。　 ［成 績］ 17種類の ペ プ チ

ドの うち9種 （No．1、4、5、8、9、10、14、15、 17）
に 免 疫原性が認 め られ 、特 にNo ，5 、8、9の反応が 強

か っ た。ウ サギ 卵透明帯 との 反応 で は、No．1、5、8
が 明 ら か な陽 性 を示 し た 。 　 ［結 論 ］ Flexibility

analysis に より推測された 17種 の エ ピ トープの うち9種
にB細胞 エ ピ ト

ー
プとして の 活性が認 め られ、そ の う

ち3種が 天 然 の ウ サ ギ 透明帯と反応 する抗体 を産生 し

た。本研 究 に より、ウ サギZPA に は天然 の ウサ ギ透明

帯 と反応 しうる エ ピ トープが少な くとも3種存在する

こ とが判明 した 。 今後 こ れら を ウ サギ に 免疫する こ

と に よ り、避妊 ワ クチ ン効果 を調 べ る 予定である 。

（目的） 哺乳動物の 卵透 明帯に対する抗体は、強 い

受精隠害作用がある こ とか ら、こ れを避妊 ワ ク チ ン に

応用する試みがお こ なわ れ て い る 。 透明帯そ の もの を

抗原と して免疫す る と
一

般 に 、 卵巣炎が誘起され る。

こ れは抗原に細胞障害反応を誘起するT細胞の エ ピ ト
ープが 含まれ て い る ため と考えられ て い る 。 よ っ て 、
本研究で は我 々 が樹立 したブタの Recombinant 　ZP −1（r−

198mer）抗原に反応する Tcell  e よ り特異的 T・ceH

clone を選別 し、そ の T 細胞エ ビ F一プを同定する事
を目的 と した。　（方怯） Lr−198mer 抗原は recombinant

DNA 　technology よ るtn・vitre の 大量産生系よ り精製 し

た。 2．精製 したr・198merを F1雌マ ウ ス に免疫 し、所属
リン パ 節 より抗原反癒性 T 細胞をln・vitro で cetl　line化
し，こ れをLimiting　Dilution法に て cloning しT　ce1l　clone

を得た 。 3．丁細胞 エ ピ トーブ の 分析 は、同型 マ ウ ス の

脾細胞を抗原 提示細胞 と して種々 の 抗原 また は r−

198merの一部を合成 したペ プチ ドに対する T 細胞増殖
反応 で測定 した 。　（成績） 得 られた 9個 の T   1且
cleneの うち 4 個はr−198merの 中の TLKfiagment （No60−

79）に 反応 し、（コY   gment（NosO．67）やKRV

吻 nent （No69 −100）に は 反応 しなか っ た 。

一方、残る 5
個はTLK 、　CTY 、　KRV い ずれ の ftagmentに も反応 しな

か っ た 。 TしK丘agment に反応する T 細胞ク ロ ー
ン の 1

つ であるr−ZPlT−2の エ ピ トーブ分析 を行 っ た とこ ろ認

識に 必要な部位はNo65 −71の 7個 の べ プタイ ドで あ っ た

即 ち こ の Nb6S ・71 に T細胞 エ ピ トープが存在 し、こ れ

は B 細胞 エ ピ トーブの存在する部位（N ｛酔 61）の 近傍で

あっ た e　（結論） 受精阻害作用 を示す抗体を誘導す

る B 細胞 エ ピ トーブ （5H4）を含むブタの r−198mer抗
原 に 反応す るT ・cell・clene を樹立 した 。 そ の 認識 する T
細胞エ ピ トープ は B細胞 エ ピ トーブ （5H4）の 近傍に

存在する こ とが明きらか とな っ た 。
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